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● もくじ ●

～悲願の初優勝～

　９月６日、県消防学校を会場に第50回秋田県消防操法大会が開催されました。
　小坂町消防団から鹿角支部代表として第４分団上川原班が小型ポンプ操法の部
に出場し、迅速かつ、適確な操法が認められ見事初優勝を飾りました。
　また、同じく鹿角支部代表としてポンプ車操法の部に出場した鹿角市消防団第
５分団は第５位となり、鹿角支部は全県総合第３位となりました。

町消防団第４分団上川原班が全県優勝！
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▼
平
成
25
年
度
普
通
交
付
税
交
付

額
の
決
定
に
つ
い
て

　

小
坂
町
の
普
通
交
付
税
交
付

決
定
額
は
16
億
５
，４
０
０
万
２
，

０
０
０
円
で
、
前
年
度
当
初
算
定

額
17
億
１
，６
３
５
万
９
，０
０
０

円
と
比
較
し
、
６
，２
３
５
万
７
，

０
０
０
円（
３
・
６
％
）の
減
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
時
財
政

対
策
債
発
行
可
能
額
は
１
億
６
，

９
８
８
万
１
，０
０
０
円
で
、
対
前

年
度
比
１
，６
２
４
万
９
，０
０
０

円（
８
・７
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
を
合
わ
せ
た
実
質
的

な
交
付
税
で
は
、
対
前
年
度
比
７
，

８
６
０
万
６
，０
０
０
円（
４
・
１
％
）

の
減
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
普
通
交
付
税
は
調

整
復
活
措
置
が
な
さ
れ
、
最
終
交
付

決
定
額
は
17
億
２
，０
５
０
万
９
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と

比
較
す
る
と
普
通
交
付
税
額
交
付

額
は
６
，６
５
０
万
７
，０
０
０
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の

給
与
削
減
に
伴
う
職
員
給
与
分
と

し
て
２
，６
７
１
万
５
，０
０
０
円

が
減
額
さ
れ
る
と
試
算
し
て
い
ま
し

た
が
、
臨
時
費
目
と
し
て
新
設
さ
れ

た「
地
域
の
元
気
づ
く
り
推
進
費
」に

お
い
て
２
，６
０
２
万
９
，０
０
０

円
が
措
置
さ
れ
、
減
額
相
当
額
と
ほ

ぼ
同
額
が
算
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
費
目
は
、
地
域
の
活
性
化
等

へ
の
取
り
組
み
に
必
要
な
財
政
需
要

を
、
人
口
を
基
本
と
し
て
算
定
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
人

件
費
削
減
努
力
を
「
給
与
水
準
」
と

「
職
員
数
削
減
」の
要
素
で
加
算
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

基
準
財
政
収
入
額
に
お
い
て
は
、

平
成
21
年
度
に
過
大
算
定
さ
れ
た

市
町
村
民
税
法
人
税
割
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
算

定
で
の
３
年
間
の
精
算
期
間
が
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
法
人
税
割
の
推
計

基
準
額
が
、
こ
の
３
年
間「
０
」と
し

て
算
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
７
，

８
１
０
万
円
と
し
て
算
入
さ
れ
た

ほ
か
、「
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ

の
税
源
移
譲
に
よ
る
市
町
村
た
ば

こ
税
の
増
加
」
及
び
「
年
少
扶
養
控

除
廃
止
等
に
よ
る
市
町
村
民
税
所

得
割
の
増
加
」
な
ど
に
よ
り
、
９
，

１
５
０
万
５
，０
０
０
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
減
と
な
っ
た
主
な
要
因

で
す
。

　

平
成
25
年
度
予
算
に
お
い
て
、
普

通
交
付
税
額
は
15
億
５
，０
０
０
万

円
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
１
億
８
，

３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
９
，

０
８
８
万
３
，０
０
０
円
の
留
保
財

源
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
留
保
財
源
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
回
の
補
正
予
算
の
財
源
と
し

た
ほ
か
、今
後
の
必
要
経
費
の
財
源
、

及
び
財
政
状
況
の
改
善
を
図
る
た
め

の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
対
象
は
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
県

民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
４
種

類
の
税
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
内
で
、
納
付

書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円
以
内
で

あ
れ
ば
、
小
坂
町
内
、
秋
田
県
内
、

全
国
の
約
４
７
，０
０
０
店
舗
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
24
時
間

３
６
５
日
い
つ
で
も
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

実
際
の
納
付
は
５
月
か
ら
に
な

り
ま
し
た
が
、
８
月
14
日
時
点
で

の
総
件
数
は
１
，０
４
２
件
、
総
収

納
金
額
は
１
，３
９
８
万
７
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

全
体
額
に
占
め
る
割
合
は
ま
だ

小
さ
い
も
の
の
、
軽
自
動
車
税
の

よ
う
に
20
％
を
超
え
る
も
の
も
あ

り
、
町
民
の
コ
ン
ビ
ニ
利
用
が
日

常
的
と
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
今
後
も
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
伸
び
て
い
く
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

▼
小
坂
町
敬
老
会
に
つ
い
て

　

９
月
８
日
に
、
小
坂
町
交
流
セ

ン
タ
ー
・
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
全
地
区
か
ら
３
７
３
名

の
皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
主
催
者

側
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
総
勢
約

５
５
０
名
が
会
場
に
参
集
し
ま
し

た
。

　

昨
年
か
ら
、
全
町
合
同
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
式
典
が
長

い
、
室
内
が
暑
い
、
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は

少
し
で
も
式
典
が
短
く
な
る
よ
う

に
工
夫
し
、
扇
風
機
も
用
意
す
る

な
ど
改
善
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
く
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
敬
老
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

▼
菜
種
の
収
穫
と
菜
の
花
の
作
付

の
見
通
し
に
つ
い
て

　

今
年
の
転
作
田
に
お
け
る
菜
種

の
収
穫
は
、
昨
年
秋
に
作
付
け
し

た
約
22
・
６
ha
に
お
い
て
刈
り
取

り
が
約
18�

ha
、
収
穫
が
約
４
・
２
ｔ

と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
て
数
量
は

１
４
０
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
穫
時
期
に
降
雨
が

続
き
、
菜
種
が
落
ち
る
な
ど
、
単

収
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
農
業
法
人
等
が
昨
年
秋

に
畑
地
へ
約
38�

ha
の
作
付
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
畑
地
も
合
わ
せ
た

作
付
面
積
は
約
60�

ha
と
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
で
の
目
標
面
積

30�

ha
の
２
倍
の
面
積
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
秋
の
転
作
水
田
へ
の
作

付
予
定
面
積
は
、
約
30�

ha
と
昨
年

よ
り
７
ha
増
加
し
て
お
り
、
ま
た

農
業
法
人
に
よ
る
畑
地
へ
の
作
付

も
24
・
６
ha
と
、
合
計
54
・
６
ha

の
作
付
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

で
目
標
と
し
て
い
る
面
積
30�

ha
の

約
1
・
８
倍
に
近
い
数
値
に
な
り

ま
す
。

　

町
で
は
、
種
子
購
入
に
対
す
る

補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
収

量
の
増
加
を
目
標
と
し
た
講
習
会

を
秋
田
県
立
大
学
と
の
協
力
で
開

催
し
て
お
り
、
菜
種
栽
培
に
お
け

る
農
家
へ
の
所
得
向
上
な
ど
の
魅

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

今
後
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
普
通
共
有
林
野
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

　

関
門
設
置
場
所
は
、
今
年
は
野

口
ゲ
ー
ト
と
樹
海
ラ
イ
ン
沿
い
の

　

平
成
25
年
度
第
７
回
町
議
会
が
９
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
、
条
例
制
定
・
補
正
予
算
等
13
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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６
カ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

徴
収
期
間
は
５
月
29
日
か
ら
６

月
30
日
の
33
日
間
で
し
た
。
期
間

中
の
入
林
者
数
は
、
延
べ
人
数
で

町
外
者
４
，８
０
２
名
、
町
内
者
１
，

４
３
６
名
、
計
６
，２
３
８
名
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
度
途
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
決

算
見
込
み
と
し
て
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
収
入
が
約
６
８
１
万

円
に
対
し
、
支
出
は
約
５
８
２
万

円
、
お
よ
そ
99
万
円
程
の
黒
字
と

な
る
見
込
み
で
す
。

▼
水
稲
の
育
成
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
の
水
稲
は
、
田
植
え
以
降
、

天
候
は
周
期
的
に
変
動
し
低
温
と

高
温
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
８
月
20

日
時
点
で
出
穂
期
に
達
し
た
面
積

は
、
作
付
け
の
１
０
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

８
月
20
日
に
実
施
し
た
水
稲
定

点
調
査
結
果
で
は
、
１
㎡
当
た
り

穂
数
が
３
２
３
本
で
平
年
比
69
％
、

１
穂
当
た
り
着
粒
数
は
70
・
２
粒
、

１
㎡
当
た
り
の
着
粒
数
は
２
２
，

６
７
５
粒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
害
虫
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

は
、
い
も
ち
病
の
発
生
は
少
な
い

も
の
の
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の

発
生
が
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
米
防
止

の
た
め
の
湛
水
管
理
終
了
後
は
、
収

穫
に
向
け
た
排
水
を
確
実
に
行
い
、

刈
り
取
り
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
良
質
米
生
産
へ
向
け
て
注
意
を
喚

起
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
９
日
に
秋
田
県
内

に
重
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大

雨
に
よ
る
農
業
関
係
被
害
は
、
ほ

場
整
備
事
業
実
施
中
で
あ
る
万
谷

地
区
農
地
の
の
り
面
崩
壊
が
一
部

に
発
生
し
ま
し
た
が
、
他
に
は
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
小
坂
町
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

　
「
小
坂
町
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

８
月
31
日
及
び
９
月
１
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
天
使
館
と
十
和
田

湖
遊
覧
船
を
会
場
に
「
十
和
田
湖
観

光
再
生
と
小
坂
町
の
観
光
力
強
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
鹿
角
市
及
び

青
森
県
十
和
田
市
と
の
共
催
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
初
日
は
、
小
坂
町

観
光
大
使
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
来

賓
の
方
々
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
山
口
那
津
男
公
明
党
代

表
参
議
院
議
員
か
ら
「
地
方
の
再
生

と
日
本
の
再
建
」
と
題
し
て
特
別
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
橋
竹
見
康
楽
館
長
に

よ
る
「
小
坂
・
十
和
田
湖
の
観
光
に

お
け
る
現
状
報
告
」
を
受
け
て
、
水

嶋
智
観
光
庁
総
務
課
長
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
地
元
を
含
む
８

人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
国
が
目
標
と
す
る
訪
日
外
国

人
目
標
数
２
，０
０
０
万
人
に
相
応

し
い
受
入
地
域
の
あ
り
方
や
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
外
国
人
観
光

客
、
と
り
わ
け
急
増
し
て
い
る
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、
町
観
光
大
使
や
観
光

の
専
門
家
の
方
々
か
ら
貴
重
な
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
場
所
を
休
屋
に
移

し
観
光
客
の
状
況
や
ホ
テ
ル
等
の

廃
屋
の
現
状
を
視
察
し
た
ほ
か
、

遊
覧
船
か
ら
湖
畔
の
景
色
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
十
和
田
湖
観
光
の
視

点
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
新
垣
慶
太

観
光
庁
観
光
資
源
課
長
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
観
光
業
界
の
第

一
線
に
立
つ
方
々
や
地
元
の
観
光

業
に
携
わ
る
方
な
ど
11
人
の
パ
ネ

ラ
ー
が
活
発
な
意
見
の
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
十
和
田
湖
が
恐
山

と
並
ぶ
旧
南
部
藩
の
二
大
霊
場
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

生
か
し
た
門
前
町
と
し
て
の
再
生

の
提
案
が
地
元
か
ら
出
さ
れ
る
な

ど
、
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ま
と
め
で
は
、

「
十
和
田
湖
は
必
ず
復
活
で
き
る
」

と
い
う
力
強
い
発
言
も
な
さ
れ
、

「
十
和
田
の
魅
力
を
全
国
に
、
そ
し

て
世
界
に
情
報
発
信
し
よ
う
」
と
い

う
岩
村
敬
観
光
大
使
の
総
括
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
初
日
が
約

２
１
０
人
、
二
日
目
が
お
よ
そ
80
人

の
参
加
者
が
あ
り
、
関
連
の
懇
談
会

も
含
め
延
べ
３
４
０
人
余
り
の
方
々

か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
は
、
秋
田
県
と
Ｊ
Ｒ

の
総
力
を
あ
げ
た
「
秋
田
Ｄ
Ｃ
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

の
提
案
の
実
現
に
向
け
て
、
観
光

大
使
や
旅
行
事
業
者
の
方
々
の
指

導
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
十

和
田
湖
観
光
の
再
生
と
小
坂
の
観

光
力
強
化
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
つ
い
て

　

９
月
６
日
、
全
県
の
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
出
場
し
た
小
坂
町
消
防
団

第
４
分
団　

上
川
原
班
が
、
見
事

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

上
川
原
班
は
、
７
月
７
日
に
行
わ

れ
た
秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

訓
練
大
会
で
１
位
と
な
り
、
２
年

連
続
で
県
大
会
へ
の
出
場
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
平
成
16
年
か
ら
19

年
ま
で
４
年
連
続
で
出
場
し
て
お

り
、
通
算
６
回
目
の
出
場
で
掴
ん
だ

悲
願
の
初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
川
原
班
の
活
躍
を
消
防
団
関

係
者
一
同
の
誇
り
と
し
、
消
防
活
動

へ
の
町
民
の
理
解
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
条
例
制
定

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
条
例

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
条
例

◆
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
条
例

◆
農
業
委
員
会
委
員
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
条
例

◆
康
楽
館
使
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
条
例

◆
鉱
山
事
務
所
使
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
６
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等
共
済

事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

●
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の

推
薦
及
び
選
任
同
意

◆
教
育
委
員
会
の
委
員
選
任
同
意

　
　
（
佐
藤
明
子
）

主
な
議
決
事
項
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（単位：千円）

会　　計　　名
一　　般　　会　　計
特 別 会 計 （合計）

歳入総額
5,171,962
1,914,253
784,817
78,082
694,584
10,940
29,884
60,825
7,975
2,647

5
2

240,673
3,819
208,449
33,571

歳出総額
4,998,551
1,894,468
776,482
78,068
689,330
10,940
29,884
60,825
7,975
2,647

5
2

236,908
1,402
218,370
125,984

差引額
173,411
19,785
8,335
14

5,254
0
0
0
0
0
0
0

3,765
2,417

△  9,921
△ 92,413

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
〃（介護サービス事業勘定）
簡 易 水 道 事 業
歯 科 診 療 所
中小企業従業員退職金等共済事業
菅原ヤヱ奨学資金
土 地 取 得
文 化 基 金
下 水 道 事 業
小 坂 財 産 区

（収益的収支）
（資本的収支）

水道事業会計

■普通会計
　一　　般　49億2,454万円
　歯科診療所　　　   208万円
■公営企業会計
　簡易水道　 1億  800万円
　下 水 道　15億6,412万円
　水道事業　25億7,825万円

■財政調整基金　10億6,357万円
■減債基金　　　  3億1,195万円
■その他基金　　 4億  578万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

①実質赤字比率
　一般会計等の実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
②連結実質赤字比率
　全会計を合計した実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
③実質公債費比率
　道路整備等の公共事業を行う際に借り入れた資金を返済するための元利償還金や、公営企業の元
利償還金のために一般会計から繰り出した額の合計が、標準的な収入に対してどれくらいの割合
になるかを示す指標

④将来負担比率
　一般会計等が将来負担しなければならない額（借金の返済の他にも、職員の退職手当や公営企業
への繰出金等の合計）が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

■資金不足比率
　公営企業の資金不足額が料金収入等の事業規模に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

〔　　　　　　〕平成25年３月31日現在の
人口（5,868人）で算出
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平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度、健全化判断比率と、資金不足比率を監査委員
の審査に付したうえで、議会に報告し、公表することになりました。
平成24年度決算に係る比率を算出しましたので、お知らせします。

【すべて健全化基準を下回りました。今後も健全な財政運営に努めます。】

※赤字がない場合は（－）で表されます。

※資金不足がない場合は（－）で表されます。

　　指　　標
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

平成24年度
－
－

 13.3％
118.8％

平成23年度
－
－

 13.3％
80.5％

早期健全化基準
015.0％
020.0％
025.0％
350.0％

小坂町
－
－
－

簡易水道事業
下水道事業
水道事業

経営健全化基準

20.0％
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保健センター
包括センター

保険
福祉

出納
戸籍

生活環境
税務

相談室
（４室）

相談室
（４室）

授乳室

多目的ＷＣ

女性ＷＣ
男性ＷＣ
エレべーター

書庫

防災
備蓄庫

電気室

ＷＣ

自家発電

休日・夜間受付
出入口

スロープ

正面玄関
（風除室）

会議室

スロープ

町民ホール

展示
スペース

書庫

Ｐ Ｐゴミ置場

物置場（解体撤去）

Ｐ

喫煙所

体 育 館新 庁 舎

電算機室 議 場

閲覧室

多目的ＷＣ

女性ＷＣ
男性ＷＣ
エレべーター

観光商工
農林
農業委員会

建設
水道

応接室

書庫

防災情報機器

副町長
総務

選管

印刷室

給湯室

多目的ＷＣ
女性ＷＣ
男性ＷＣ
エレべーター

給湯室

休憩・更衣室

洗濯室

書庫 書庫 書庫

書庫

エレべーター

書庫

書庫
（学校） 書庫

書庫

書庫
（学校）

書庫
（学校） 書庫 書庫 書庫

会
議
室

議
長
室

町
長
室

書
庫

書
庫

書
庫

議
員
室

会
議
室

議
会

事
務
局

会
議
室

会
議
室

会
議
室

会
議
室

車
イ
ス

駐
車
場

宿
直
室

太
陽
光
パ
ネ
ル

自
転
車
置
場

公
用
車　

車
庫

1階 2階 3階 4階

配置図 住民説明会を開催します
～ご意見をお聴かせください～

①喫煙所
　　喫煙所は、庁舎と体育館の間、西側の屋外にプ
レハブを設置し、受動喫煙の防止を図ります。

②空調設備
　　町民ホール、事務室に加えて、会議室にも空調
設備を設置し、各種の利用に対応できるようにし
ました。あわせて、老朽化している既存設備を更
新します。

③照明設備
　　事務室、会議室、通路に加えて、書庫の照明も
ＬＥＤに変更します。

④事務室の床
　　各種電気機器の増設を考慮し、事務室の床をＯ
Ａフロアーに変更しました。

⑤天井改修
　　空調設備の設置、照明設備の更新に合わせて、
天井を改修します。

『その他・設備等』
　事務室配置や設備等の見直し後の整備費用は、総
額で約５億５千６百万円と見込んでいます。主な項
目と費用は、次のとおりです。

①施設改修工事　４億９百万円
②外構工事　２千６百万円
③ソーラー発電設備設置工事　２千８百万円
④設計業務委託　９百３万円
⑤工事監理業務委託　７百万円
⑥各種システム等移設　３千７百万円
⑦備品設備整備　３千万円
⑧引越運搬　１千万円

※施設の屋根、外壁の改修は予定していません。
※システム等移設、備品設備整備、引越運搬につい
ては、一部調査中ですので、今後の詳細決定によ
り、総額は変わることになります。

　　今後は、住民説明会を開催して各工事の設計内
容を決定し、入札等の手続きを行います。

　　工事着手は年明けとなる見込で、庁舎移転は平
成26年７月ごろを予定しています。

整備費用

移転時期

①町民ホール
　　間仕切りをなくして、開放感を感じてもらえる
ようにしました。空調設備も整備します。

②相談室
　　相談室を５室増やし、プライバシーに配慮した
相談対応ができるようにしました。

③出納室
　　配置場所を正面入口付近から南側事務室へ変更
し、戸籍関係を取り扱う部署と同室とすることで、
町民の皆さんの利便性の向上を図りました。

①議場
　　部屋を拡げ、現在と同等の傍聴席数を確保でき
るようにしました。

②建設課
　　配置場所を１階から２階へ変更しました。

『１階』部分 『２階』部分
①トイレ
　　災害時の避難者利用を想定して、多目的トイレ
を新設するとともに、便器を洋式に変更しました。

②給湯室、洗濯室
　　災害時の避難者利用を想定して、給湯室と洗濯
室を新設しました。

③会議室・書庫
　　会議室のうち、１室の用途を書庫に変更しました。

①車イス用駐車場
　　車イス利用者用駐車場に屋根を設置し、通行へ
の雨や雪による影響を少なくしました。

②スロープ
　　正面入口スロープの設置場所を変更し、歩行や
通行への雨や雪による影響を少なくしました。

③公用車車庫
　　降雪期の除雪作業を考慮して、配置場所を体育
館の北側に変更しました。

　庁舎移転整備計画に関する説明会を開催します。
ご参加のうえ、ご意見等を聴かせてください。

　○期　　日　平成25年10月22日（火）
　○時　　間　①午後１時30分～
　　　　　　　②午後６時30分～
　○会　　場　交流センター・セパーム
　○内　　容　庁舎移転整備計画案について
　○そ の 他　申込み等は必要ありません
　○問合せ先　総務課総務管財班
　　　　　　　（TEL：0186－29－3901）

『３階』部分 『駐車場・車庫』

　町では、現在の役場本庁舎が抱える老朽化や耐震性の不
安を解消し、住民サービスを向上させ、行政効果を一層高め
ていくうえで、新庁舎の整備が必要と考え、旧小坂中学校校
舎を活用した移転整備を検討してきました。
　移転整備計画の概要については、先に住民説明会や広報
こさか紙上にてお伝えし、町民の皆様からご意見等を聴か
せていただきました。
　町民の皆さんから寄せられたご意見等を踏まえて、町民
の利用しやすさを再度検討し、事務室配置や設備を見直し
た設計がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
町民説明会、広報こさか掲載後に変更した主な内容は次の
とおりです。
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保健センター
包括センター

保険
福祉

出納
戸籍

生活環境
税務
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男性ＷＣ
エレべーター

書庫

防災
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電気室

ＷＣ
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出入口
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（風除室）

会議室
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町民ホール
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書庫

Ｐ Ｐゴミ置場
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Ｐ

喫煙所
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閲覧室
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観光商工
農林
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総務

選管

印刷室

給湯室
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（学校） 書庫

書庫

書庫
（学校）

書庫
（学校） 書庫 書庫 書庫

会
議
室

議
長
室

町
長
室

書
庫

書
庫

書
庫

議
員
室

会
議
室

議
会

事
務
局

会
議
室

会
議
室

会
議
室

会
議
室

車
イ
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駐
車
場

宿
直
室

太
陽
光
パ
ネ
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自
転
車
置
場

公
用
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庫

1階 2階 3階 4階

配置図 住民説明会を開催します
～ご意見をお聴かせください～

①喫煙所
　　喫煙所は、庁舎と体育館の間、西側の屋外にプ
レハブを設置し、受動喫煙の防止を図ります。

②空調設備
　　町民ホール、事務室に加えて、会議室にも空調
設備を設置し、各種の利用に対応できるようにし
ました。あわせて、老朽化している既存設備を更
新します。

③照明設備
　　事務室、会議室、通路に加えて、書庫の照明も
ＬＥＤに変更します。

④事務室の床
　　各種電気機器の増設を考慮し、事務室の床をＯ
Ａフロアーに変更しました。

⑤天井改修
　　空調設備の設置、照明設備の更新に合わせて、
天井を改修します。

『その他・設備等』
　事務室配置や設備等の見直し後の整備費用は、総
額で約５億５千６百万円と見込んでいます。主な項
目と費用は、次のとおりです。

①施設改修工事　４億９百万円
②外構工事　２千６百万円
③ソーラー発電設備設置工事　２千８百万円
④設計業務委託　９百３万円
⑤工事監理業務委託　７百万円
⑥各種システム等移設　３千７百万円
⑦備品設備整備　３千万円
⑧引越運搬　１千万円

※施設の屋根、外壁の改修は予定していません。
※システム等移設、備品設備整備、引越運搬につい
ては、一部調査中ですので、今後の詳細決定によ
り、総額は変わることになります。

　　今後は、住民説明会を開催して各工事の設計内
容を決定し、入札等の手続きを行います。

　　工事着手は年明けとなる見込で、庁舎移転は平
成26年７月ごろを予定しています。

整備費用

移転時期

①町民ホール
　　間仕切りをなくして、開放感を感じてもらえる
ようにしました。空調設備も整備します。

②相談室
　　相談室を５室増やし、プライバシーに配慮した
相談対応ができるようにしました。

③出納室
　　配置場所を正面入口付近から南側事務室へ変更
し、戸籍関係を取り扱う部署と同室とすることで、
町民の皆さんの利便性の向上を図りました。

①議場
　　部屋を拡げ、現在と同等の傍聴席数を確保でき
るようにしました。

②建設課
　　配置場所を１階から２階へ変更しました。

『１階』部分 『２階』部分
①トイレ
　　災害時の避難者利用を想定して、多目的トイレ
を新設するとともに、便器を洋式に変更しました。

②給湯室、洗濯室
　　災害時の避難者利用を想定して、給湯室と洗濯
室を新設しました。

③会議室・書庫
　　会議室のうち、１室の用途を書庫に変更しました。

①車イス用駐車場
　　車イス利用者用駐車場に屋根を設置し、通行へ
の雨や雪による影響を少なくしました。

②スロープ
　　正面入口スロープの設置場所を変更し、歩行や
通行への雨や雪による影響を少なくしました。

③公用車車庫
　　降雪期の除雪作業を考慮して、配置場所を体育
館の北側に変更しました。

　庁舎移転整備計画に関する説明会を開催します。
ご参加のうえ、ご意見等を聴かせてください。

　○期　　日　平成25年10月22日（火）
　○時　　間　①午後１時30分～
　　　　　　　②午後６時30分～
　○会　　場　交流センター・セパーム
　○内　　容　庁舎移転整備計画案について
　○そ の 他　申込み等は必要ありません
　○問合せ先　総務課総務管財班
　　　　　　　（TEL：0186－29－3901）

『３階』部分 『駐車場・車庫』

　町では、現在の役場本庁舎が抱える老朽化や耐震性の不
安を解消し、住民サービスを向上させ、行政効果を一層高め
ていくうえで、新庁舎の整備が必要と考え、旧小坂中学校校
舎を活用した移転整備を検討してきました。
　移転整備計画の概要については、先に住民説明会や広報
こさか紙上にてお伝えし、町民の皆様からご意見等を聴か
せていただきました。
　町民の皆さんから寄せられたご意見等を踏まえて、町民
の利用しやすさを再度検討し、事務室配置や設備を見直し
た設計がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
町民説明会、広報こさか掲載後に変更した主な内容は次の
とおりです。
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−身近な話題をお知らせください。

今年もたくさんの方が元気に参加

小坂町全町合同敬老会
　９月８日、全町合同敬老会がセパームを会場に開催さ
れました。今年度75歳以上の該当者は1,356名で、当
日は373名が参加、また結婚50年を迎えた金婚式該当
者18組中11組のご夫婦に顕彰状が贈呈されました。
　式典では小学校の児童代表が敬老作文を発表、その
後祝宴が催され、川上・七滝地区の婦人部がおそろいの
衣装で踊りを披露しました。また「下町かぶき組」劇団悠
は、舞台から降り各テーブルのお年寄りたちと直接ふれ
あうサプライズもあり好評でした。今年は小坂高校の生
徒による若さあふれる踊りが披露されると会場は一層
盛り上がり、終始和やかな雰囲気に包まれていました。

　９月21日と22日、七滝体験農園エリアを会場に第５
回小坂町食と農の祭典が開催されました。ブドウの収穫
も最盛期となった初秋の晴天に２日間で約7,000人が訪
れ、会場は大変な盛況となりました。
　今年は初開催となる「豚追い祭り」に17チームが参加、
約120kgの豚をゴールに追い込む時間を競いました。
気分次第で動き回る豚に振り回され、ゴールが遠くなる
チームが出るなど、会場は笑いの渦に包まれました。
　また、秋田のご当地アイドルグループ「プラモ」がライ
ブを披露、豚追い祭りや恒例となった1,000人分かやき
無料配布を応援するなど会場を盛り上げていました。

新イベント「豚追い祭り」で盛り上がり

第５回小坂町食と農の祭典

　10月１日、小坂中学校の生徒が１日人権擁護委員
として、小坂町市日前で街頭啓発活動を行いました。
　この活動は、秋田地方法務局大館支局と大館人権
擁護委員協議会が人権への理解を深めてもらうため
毎年開催しているもので、今年度は小坂中学校３年
生の竹田天斗さん、２年生の中村優太さんが委嘱さ
れました。
　市日に訪れた買い物客に人権擁護についてのリー
フレット等を配布しながら「人権擁護へのご理解を
よろしくお願いします」と声をかけていました。

坂中生徒が１日人権擁護委員体験

人権擁護委員街頭啓発活動

　秋田県及び県内市町村、観光事業者等がＪＲ
グループと連携して、全国からの誘客を図るこ
とを目的とした「秋田デスティネーションキャ
ンペーン」が10月１日から12月31日までの３ヶ
月間の予定でスタートしました。
　期間中は多くの観光客が、小坂町や十和田湖
などに訪れます。「温かいあいさつ」と「おもて
なしの心」そして、何よりも「笑顔」でお迎えし
ましょう。

秋田デスティネーションキャンペーン関連事業秋田デスティネーションキャンペーン関連事業

小坂・鉄道まつり2013
レールパーク・プレオープン

10月13日（日）～14日（月・祝）／会場：旧小坂駅



�

橋梁補修工事（円川原橋　他）

レールバイク格納施設整備工事

小坂町小坂鉱山字古川地内

小坂鉄道レールパーク駐車場整備工事

小坂町小坂鉱山字古川地内

小坂鉄道停留所設置工事

小坂町小坂鉱山字古館地内

保線区詰め所改修工事

小坂町小坂鉱山字古川地内

ひまわり住宅解体工事

小坂町小坂鉱山字尾樽部地内

下水道管渠工事川通り第二工区

小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内

川通り地区配水管布設替工事　第二工区

小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内

川通り地区配水管布設替工事　第四工区

小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内

成森自治会館建設工事

小坂町小坂鉱山字尾樽部地内

康楽館トイレ洋式化改修工事

小坂町小坂鉱山字松ノ下地内

細前田住宅屋根葺替工事

小坂町小坂字細前田地内

一本杉線外流雪溝設置工事

パークゴルフ場四阿設置工事

町道新遠部線附帯田面改修工事

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

入札予定時期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

期　間

約３ヶ月

約２ヶ月

約３ヶ月

約２ヶ月

約３ヶ月

約２ヶ月

約６ヶ月

約４ヶ月

約４ヶ月

約３ヶ月

約２ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約２ヶ月

約３ヶ月

入札及び契約の方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

種　　別

土木

建築

舗装

建築

建築

その他

土木

水道施設

水道施設

建築

建築

建築

土木

建築

土木

概　　　　　　　要

橋梁補修

木造平屋建倉庫改修

普通車120台駐車場整備

鉄道ホーム２箇所設置

木造平屋建　100㎡

ＣＢ造平屋建160㎡解体

汚水管渠　φ=150　L=302ｍ

配水管布設　φ=50　L=184ｍ

配水管布設　φ=50･75　L=200ｍ

木造平屋建　93㎡

内装改修、便器更新

屋根葺替　145㎡×２棟

流雪溝　L=260ｍ

四阿１棟

田面改修　A=2,300㎡

工　　　　　　事　　　　　　名

場　　　　　　　　　　　　　所

　町営住宅家賃過大徴収分の返還については、これまで約８割の皆様に還付させていただいて
おりますが、亡くなられている方の場合は、相続等の調査を行い返還するということとしてお
ります。他市町村への照会・協議が必要であることから、もうしばらく時間を要する見込みで
す。支払が遅くなり大変ご迷惑をおかけいたしますが、できるだけ早期に調査完了し、お支払
いしたいと考えておりますので、なにとぞ事情ご理解いただきますようお願い申し上げます。
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、「
絵
本
」
と

「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
楽
し
む
体
験
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活
動
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
言
葉
を
育
む
た

め
に
は
だ
っ
こ
の
暖
か
さ
の
中
で
や

さ
し
く
語
り
か
け
て
も
ら
う
時
間
が

必
要
で
す
。

　

心
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
い
い
な
⋮

　

楽
し
い
子
育
て
の
時
間
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
子
育
て
を
応
援
し

ま
す
。

○
対
象
者　

０
歳
児

　
（
今
年
度
の
乳
児
健
診
の
対
象
者
）

○
配
布
方
法

　

乳
児
健
診
時
に
配
り
ま
す
。

○
内　
　

容

　

・
絵
本
１
冊

　

・
イ
ラ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ス
集

　

・
は
じ
め
て
で
あ
う「
赤
ち
ゃ
ん

絵
本
リ
ス
ト
」

　

・
小
坂
図
書
館
利
用
案
内

「
子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
座
談
会
」

　
　

毎
月
第
２
水
曜
日
10
時
～
12
時

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
講
座
」

　
　

毎
月
第
４
水
曜
日
10
時
～
12
時

　

今
年
度
の
大
人
の
学
び
塾
は
、
第

１
回
を
9
月
28
日
に
開
催
。
午
前
中

は
「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
菜
の
花
の

活
用
や
堆
肥
に
つ
い
て
学
び
、
午
後

か
ら
は
「
ま
ん
ま
ラ
ン
ド
」
で
食
用

廃
油
の
製
造
現
場
見
学
と
、
自
然
に

備
わ
る
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ワ
ー
を
活
用

し
て
い
る
桃
豚
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
の
第
２
回
は
「
密
着
！

小
坂
の
ぶ
ど
う
を
追
え
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
鴇
地
区
に
展
開
す
る
ぶ
ど
う

園
を
視
察
。
午
後
か
ら
は
そ
の
ぶ
ど

う
の
加
工
場
で
あ
る
鹿
角
市
の
「
ワ

イ
ナ
リ
ー
こ
の
は
な
」
を
見
学
し
、

小
坂
産
ぶ
ど
う
の
誕
生
か
ら
商
品
化

ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

定
期
講
座
も
開
催
し
て
ま
す
！

　

９
月
１
日（
日
）、
七
滝
地
区
で

は
第
51
回
七
滝
地
区
総
合
体
育
大

会
、
川
上
地
区
で
は
第
30
回
川
上

地
区
秋
季
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
日
の
雨
で
七
滝
地
区

は
旧
七
滝
小
学
校
体
育
館
、
川
上

地
区
は
川
上
公
民
館
体
育
館
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、�

た
い
へ

ん
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

七
滝
地
区
で
は
、「
親
子
競
技
・

お
魚
ワ
ッ
シ
ョ
イ
�
」「
大
豆
リ

レ
ー
」「
宝
探
し
」
な
ど
様
々
な
世

代
で
楽
し
め
る
競
技
に
熱
い
声
援

が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

川
上
地
区
で
も
幼
児
の
「
か

け
っ
こ
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
ゲ
ー
ム
」「
綱
引
き
」
と
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
で
楽
し
め
る
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
「
綱

引
き
」
で
は
、
力
強
い
か
け
声
と

と
も
に
大
き
な
歓
声
も
沸
き
ま
し

た
。
ま
た
、
終
了
後
は
参
加
者
全

員
で
交
流
会
が
開
か
れ
、
地
域
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
七
滝
地
区 

　

優　

勝　

大
地
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

万
谷
チ
ー
ム

　

３　

位　

荒
川
チ
ー
ム

●
川
上
地
区

　

優　

勝　

砂
子
沢
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

野
口
チ
ー
ム

　

３　

位　

濁
川
１
区
チ
ー
ム
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　９月の広報で、今年度のまなびピアは10月12
日（土）・13日（日）の２日間の開催とお伝えして
いましたが、せっかくの３連休！ということで、
思い切って14日（月）までの３日間の開催としま
す。開催時間は３日間とも９：00 ～ 18：00まで
となっています。

　展示コーナーは、手芸、工芸などさまざまな分野から
の作品が、皆さんをお待ちしています。
　発表・体験コーナーには、３Ｂ体操、小坂高校など魅
力タップリの内容となっています。
　このほか、日曜日には15時から桂三若落語会もありま
すので、ぜひご来場ください。

まなびピアは、生涯学習の総合的な交流と発表の場として開催しており、
今年で25回目となります。
今年は、小坂小・小坂中の文化祭と同日開催になります。

10月12日（土）
　◉小坂小学校学習発表会
　　　　　　　　　　８：45～11：45
　◉小坂中学校合唱コンクール
　　　　　　　　　　13：50～15：20

10月13日（日）
　◉小坂中学校文化祭
　　　　　　　　　　８：35～14：20

□10月12日（土）
　着物着付け体験
　軽食コーナー

□10月13日（日）
　桂三若落語会
　３Ｂ菜々
　軽食コーナー

□10月14日（月・祝）
　小坂高校特別展示
　軽食コーナー



生涯学習だより図書館(☎29−2207）
郷土館(☎29−4726）
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小林喜代吉　没後30年記念展小林喜代吉　没後30年記念展
◆オープニングトーク
　　日時：11月２日㈯　午後２時～３時
　　会場：図書館

　『元山に生まれ暮らして』
　　　元・元窓会副会長　小笠原修三さん　ほか

　郷土館では、平成14年の開催から数えて２回
目となる展覧会です。ぜひお越しください。
　会場に、みなさんがお持ちの小林喜代吉の画
を一緒に展示しませんか？
　お持ちの方は10月18日まで、郷土館へご連絡
ください。

郷土館からのお知らせ

開催期間：11月２日㈯～12月15日㈰

◇本のリサイクル
　廃棄図書・雑誌を無料提供します。
◇「小坂弁かるた」の読み札募集
　お気軽にどしどしご応募ください。
　絵が得意な方もご連絡をお待ちしています。

●
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
企
業

紹
介
事
業

　

８
月
30
日
、
１
年
生
を
対
象
に

『
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
企
業
紹
介

事
業
』
と
し
て
、
花
輪
高
校
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
柳
澤
先
生
か

ら
ご
講
話
い
た
だ
き
、
職
業
の
分

類
や
適
性
の
見
極
め
方
、
ま
た
小

坂
町
・
鹿
角
市
数
社
の
業
務
内
容

を
学
習
し
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、

２
年
後
の
進
路
活
動
に
向
け
自
ら

を
見
直
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
強
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

９
月
６
日
、
２
年
生
を
対
象
に
、

日
本
工
業
大
学
の
共
通
教
育
系
物

理
学
の
佐
藤
准
教
授
、
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
の
樋
口
准
教
授
を
お

迎
え
し
て
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ

た
平
行
二
輪
車
「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」
を

利
用
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機

械
制
御
の
要
素
技
術
や
基
礎
と
し

て
の
物
理
現
象
に
つ
い
て
講
義
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
部
に
よ
る
エ
コ
石

け
ん
づ
く
り

　

９
月
11
日
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境

部
の
保
護
者
５
名
が
集
ま
り
、
廃

油
を
利
用
し
た
エ
コ
石
け
ん
を
製

作
し
ま
し
た
。
製
作
し
た
石
け
ん

は
、
10
月
27
日（
日
）の
学
校
祭
で

無
料
配
布
を
し
ま
す
。
使
用
し
て

み
た
い
方
は
、
学
校
祭
当
日
に
玄

関
前
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

数
量
は
百
個
ほ
ど
で
す
。

●
小
坂
中
学
校
授
業
研
究
会

　

９
月
12
日
、
小
坂
中
学
校
に
お

い
て
、
英
語
科
・
保
健
体
育
科
職

員
が
、
小
坂
中
学
校
の
授
業
を
参

観
し
ま
し
た
。
中
学
に
お
け
る
授

業
方
法
を
参
考
に
、
本
校
で
も
活

か
せ
る
と
こ
ろ
を
学
ぶ
の
が
ね
ら

い
で
す
。
ま
た
協
議
会
も
開
催
し
、

中
高
連
携
を
考
え
る
う
え
で
も
参

考
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
６
月

に
は
数
学
科
と
社
会
科
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
小説・エッセイ
■サエズリ図書館のワルツさん２／紅玉いづき（913）
■五二屋傅蔵／山本一刀（913）
■世界地図の下書き／朝井リョウ（913）
■宰領　隠蔽捜査５／今野敏（913）
■かげゑ歌麿／高橋克彦（914）
実用書
■おとなが育つ条件（143）
■原色木材辞典　185種（657）
■名作アニメの風景（778）
小学生向け
■ふしぎな声のする町で（Ｋ913）
■パンダ銭湯（E）

『
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

　
　
災
害
派
遣
活
動
の
紹
介
』

 ［
日
時
］　
10
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

13
：
30
～
15
：
10

 ［
会
場
］　
小
坂
高
校
体
育
館

　

自
衛
隊
員
の
方
を
講
師
に
、
自

衛
隊
の
災
害
活
動
や
地
震
等
に
対

す
る
備
え
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
自
由
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ
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お
母
さ
ん
か
ら

　

お
や
つ
大
大
大
好
き
！
だ

か
ら
歯
み
が
き
が
ん
ば
る

ぞ
！

立石竜
りゅう

之
の

助
すけ

さん
（若葉町）

お
母
さ
ん
か
ら

　

お
か
し
大
好
き
！
食
べ
た

後
は
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
て

ま
す
。

関屋総
そう

一
いち

郎
ろう

さん
（中央団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
お
か
し

大
好
き
。
歯
み
が
き
も
大
好

き
で
す
！

渡部華
か

月
つき

さん
（古苦竹）

お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
大
好
き
！

だ
け
ど
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

杉澤未
み

鈴
すず

さん
（東渡ノ羽）

お
母
さ
ん
か
ら

　

自
分
か
ら「
歯
ブ
ラ
シ
と
っ

て
！
」と
言
い
、
歯
み
が
き
が

ん
ば
っ
て
ま
す
。

目時悠
ゆ

海
あ

さん
（北つつじ平）

　インフルエンザは羅患率が高く、高齢者や幼児、また心肺や気管支等に慢性疾患のある方は重症化
して命にかかわる危険があるため十分な注意が必要です。
　小坂町では、下記の方を対象にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。インフルエンザ
が流行する12月頃までに予防接種を受けるようにしましょう。

　乳がん検診は40歳以上を対象とし、２年
に一度の受診となります。無料クーポン券
をお持ちの方は、クーポン券が使える最後
の検診となります。
※検診を希望する方は、10月18日まで保健
センターへお申し込みください。

①65歳以上

②60歳以上65歳未満で
心臓、腎臓、呼吸器、
免疫機能に重い障害
のある方（身体障害
者手帳１級程度）

③生後６か月～
　高校３年生相当年齢

一人１回限り　　1,000円

一人１回限り　　1,000円
※事前に保健センターへの申
請が必要です。（印鑑、身体
障害者手帳または医師の診
断書をご持参ください）

一人１回につき　1,000円

対 　 　 象 助 成 金 額

［助成対象］※下記表を参照
［接種期間］
　10月１日㈫～
　　　　平成26年２月28日㈮
［助成金額］
　1,000円(対象①②は１回限り)

［接種料金］医療機関が定める接種料金
　※医療機関からは、予め1,000円減額された
　　金額が請求されます。
　※生活保護世帯の方は緊急時医療依頼証を提
　　示することで無料となります。
　※接種医療機関については保健センターへお
　　問い合わせください。

　ふれあい広場では、
みなさんからの投書や
イラストを募集してい
ます。
　掲載を希望される
方は、広報担当(TEL29－
3901)までご連絡くだ
さい。

お
母
さ
ん
か
ら

　

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
毎

日
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
て
ま

す
！

関屋珂
か

菜
な

穂
ほ

さん
（中央団地）
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"Talk"　トーク
　トークラジオが好きな人はいますか？アメリカにいた
ときは四時間以上車に乗って仕事をしていたので、テレ
ビよりラジオを長い間聞いていて、そのほとんどはトー
クラジオでした。NPR（国立交響ラジオ）、PRI（国際公
共ラジオ）、BBC（英国放送協会）、APM（アメリカ公共
メディア）などの報道機関と協力をしているラジオ局か
ら、ニュースや調査報道、インタビューや討論も流れて
います。国内中普通の人々もラジオ局に電話をかけてラ
ジオ番組に参加することも多いです。
　なぜ音楽よりトーク？気を晴らしたいなら音楽は最
高ですが、何回も何回もラジオで同じ曲を聞くと、つ
まらなくなります。一方で毎日新しく変わり、たくさ
んある情報は世界に対する視野を広げられます。つく
づく考えさせられる話題もあって、楽しく議論に使え
る題材もあります。
　よく聞いているラジオ番組の一つは“Think”という
番組で、直訳すると「考えよ」になります。大抵の場
合は質問で始まり、聞いている人も電話で参加し、有
識者とのインタビューに続きます。話題は例えば、「塩、
砂糖、油：私達は一体何を食べていますか」、「どうやっ

て人はヒーローになるか、身を捨ててでも人を助ける
理由は生物学に見つけられますか」などです。簡単に
答えが出なくて、有識者に対して完全に同意すること
はあまりないけれど、議論を聞くと、新しい情報に伴
う様々な意見によって自分の考えも成長できます。後
で友達と「聞いていました？どう考えますか、他に意
見はありますか」という会話になることが多いです。
　“The�Diane�Rehm�Show”（ダイアン・リーム・
ショー）というラジオ番組もよく聞いています。この
番組は、三人から五人までの議論に参加する人を集め
て、最近の話題に対して複数の意見をぶつけあいます。
これこそはいいネタになります。全部の意見を聞いて、
あとで話題についてよく考えながら、自分の意見を笑
われても主張し、友達とも議論に入ります。本当に楽
しいです。皆が同じ意見になった場合、時々一人は自
らの意見に反しても他の皆に異議を申し立てて議論を
再開します。その人は「魔王の弁護士」と呼ばれます。
そしてこの「魔王の弁護士」役の意見によって、皆の
意見が鍛えられます。
　アメリカでは自由は一番大切なものとされています。
その自由の一つは報道の自由ということですが、利用し
なければ意味はないと私は思います。インターネットや
スマートフォンで他の国のラジオも様々な言語で聞けま
すから、是非みなさんもトークを楽しんで下さい。

次の要件をすべて満たす方。
ア　昭和53年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方。
イ　保健師の資格を有する方または平成26年３月31日までに取得見込の方。

◎試験区分・採用予定人員・受験資格

大学卒・短大高専卒
：保健師 １　名

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

◎欠格事項 ・日本国籍を有しない者　・地方公務員法第16条の規定により地方公務員となることができない者

日時：平成25年12月１日㈰　午前10時～　　　会場：小坂町交流センター・セパーム
第１次試験合格者に通知します。

◎試験日時、会場 第１次試験
第２次試験

大学卒・短大高専卒：保健師　　短大卒業程度の教養試験及び専門試験
口述試験、作文

◎試験の方法 第１次試験
第２次試験

平成25年10月10日㈭から平成25年11月21日㈭の８時30分から17時まで。
ただし、土曜、日曜、祝日は受付ません。
郵送の場合は、平成25年11月21日までに届いたものに限り受付ます。
申込用紙は小坂町役場総務課総務管財班で10月10日㈭から交付します。
申込用紙を郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、
返信用封筒（140円切手を貼ったＡ４封筒にあて先と郵便番号を明記）を必ず同封して総務
課総務管財班に簡易書留で郵送してください。

◎受験手続き及び受付期間

受　付　期　間

申込用紙請求先

役場総務課総務管財班（TEL0186－29－3901）　〒017－0292　小坂町小坂鉱山字尾樽部37－2申込・お問い合わせ先

　９月29日にＪＩＣＡ研修員（15ヵ国20名）が来
町し、11月10日までの約６週間小坂町に滞在しま
す。ぜひ研修員と交流して皆さんの世界を広げて
みてください！
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お
知
ら
せ

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り

買
い
主
が
契
約
か
ら
２
週
間
以
内
に

届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
取
引

　
売
買
、
交
換
、
譲
渡
、
担
保
代
物
弁
済
等

◆
届
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域
＝
２
千
㎡
以
上

②
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

　

区
域
＝
５
千
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　

＝
１
万
㎡
以
上

◆
届
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
班
（
TEL���

29
︱
３
９
０
７
）

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」
で
す
。
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
は
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１
人

以
上
雇
用
す
る
全
て
の
事
業
主
が
加

入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
上
、
事
業
主
・
労
働
者
の
意

向
に
関
わ
ら
ず
手
続
き
を
行
う
こ
と

が
事
業
主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
早
急
に
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（
TEL��
０
１
８
︱
８
８
３
︱
４
２
６
７
）

　

実
務
経
験
豊
か
な
本
学
法
学
部
の

教
員
が
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま

す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
前
申
込
い
た
だ
く
と
待
つ
こ
と
な

く
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所

　

秋
田
看
護
福
祉
大
学
（
大
館
市
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
無
料
法
律
相
談
会
係

（
TEL��
０
１
８
︱
８
３
６
︱
６
５
９
２
）

　

相
談
は
無
料
、
ま
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
固
く
お
守
り
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所　

鹿
角
簡
易
裁
判
所

◆
相
談
内
容

・
民
事
関
係
（
金
銭
、
土
地
、
相
隣
、

そ
の
他
民
事
に
関
す
る
こ
と
）

・
家
事
関
係
（
婚
姻
、
相
続
、
財
産

分
与
、
慰
謝
料
、
そ
の
他
家
事
に

関
す
る
こ
と
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
調
停
協
会
（
TEL���

23
︱
２
２
６
２
）

土
地
取
引
に
関
す
る
届
出

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

情
報

10月29日（火）　午前９時～午後３時40分
『小坂ぐるっと町探検』
○コース　郷土館～小坂駅～康楽館～鉱山事務所～昼

食～エコタウンセンター～小坂鉱山事務所
○参加料　2,000円（入館料、昼食代、バス代含む）
○定　員　15名（催行最少人数５名）

10月30日（水）　午前９時45分～午後12時30分
『小坂鉄道歴史のレールウォーク＆レールバイク』
○コース　小坂鉄道２号トンネル～天使館（徒歩）～中

央公園通路（レールバイク）
○参加料　1,000円（昼食代、バス代含）
○定　員　15名（催行最少人数５名）

11月４日（月・祝）　午前９時30分～午後２時
『紅葉の十和田湖西湖畔グリーンタフ散策』
○コース　小坂鉱山事務所発着、西湖畔遊歩道入口～

十和田ふるさとセンター（昼食）
○参加料　2,000円（昼食代、バス代含）
○定　員　15名（催行最少人数５名）

　冬期間、屋根雪の道路への落雪は、交通を遮断す
るだけでなく、人命に関わることがありますので、
危険な場所については屋根雪の落下防止の雪止めを
設置してください。
　雪止めの設置や屋根の補修にも「住宅リフォーム
補助金」が適用になる場合がありますので、下記ま
でお問い合わせください。

お問い合わせ先　建設課建設班（℡29－３９１０）

（これまでより11円アップ⬆）

秋田労働局賃金室（℡018‒883‒4266）

申込・お問い
合わせ先

小坂まちづくり株式会社（℡0186－29－2821）
（秋田県知事登録旅行業３－133）

　

行
政
相
談
委
員
は
、総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、国
の
行

政
機
関
等
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、要
望
等
を
受
け
付
け
て
、そ

の
解
決
を
図
る「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」で
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員

　

亀
田　

誠
一（
上
川
原
）

　
（
℡
29
―
５
８
２
８
）

◆
今
月
の
定
例
相
談
日

　

10
月
15
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

七
滝
公
民
館
で
開
設
し
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日（
午
前
10

時
〜
正
午
）に
七
滝
公
民
館

で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

10
月
21
日（
月
）〜
27
日（
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
法
学
部
・

法
学
研
究
所　
無
料
法
律
相
談
会

調
停
相
談
会
開
催

9月分 町長交際費をお知らせします
【計7件　36,000円】

香典２件　供花１件
小坂町防犯協会総会懇親会
七夕実行委員会
　山車責任者合同会議懇親会
「国民文化祭・あきた2014」開催を祝う
　第３回県民フェスティバル懇親会
秋田地酒と肴の饗宴

20,000円
3,000円

3,000円

5,000円
5,000円
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お
知
ら
せ

◆
開
催
日

　

11
月
20
日
（
水
）、12
月
18
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所

　

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

◆
相
談
（
毎
月
先
着
８
名
）

　

登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
等

に
つ
い
て
面
談
に
よ
る
相
談
。

※
電
話
予
約
必
要
、
開
催
日
前
週
金

曜
日
午
後
３
時
ま
で
。

◆
予
約
専
用
電
話

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
大
館

（
TEL
０
１
８
︱
８
２
４
︱
０
０
５
５
）

◆
日
時

　

11
月
10
日
（
日
）　

午
前
９
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
小
坂
町
民
ま
た
は
町

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。
高

校
生
以
下
は
不
可
。

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

５
，０
０
０
円

◆
審
判　

帯
同
審
判
制

※
審
判
を
帯
同
で
き
な
い
チ
ー
ム
は

２
，０
０
０
円
の
斡
旋
料
を
納
入
。

◆
申
込
期
限　

11
月
５
日
（
火
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
小
坂
町
民
ま
た
は
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

◆
参
加
料

　

男　
　

子　

５
千
円

　

レ
デ
ィ
ス　

４
千
円

◆
申
込
期
限　

11
月
７
日
（
木
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

　

小
坂
町
で
は
、
エ
コ
検
定
を
受
験

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
試
験
費
用
を

半
額
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
受
験
し
、
合
格
証

取
得
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

◆
試
験
日
時　

12
月
15
日
（
日
）

◆
受
験
申
込
期
間

　

10
月
２
日（
水
）～
11
月
１
日（
金
）

◆
試
験
会
場　

大
館
商
工
会
議
所

◆
試
験
費
用

　
５
，２
５
０
円（
う
ち
１
／
２
を
町
が
補
助
）

◆
補
助
対
象　

町
内
在
住
者

※
参
考

公
式
テ
キ
ス
ト　

２
，６
２
５
円（
税
込
）

公
式
過
去
・
模
擬
問
題
集　

２
，１
０
０
円（
税
込
）

◆
受
験
申
込

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は

【http://w
w
w
.kentei.org/

】に
て
、

電
話
の
場
合
は【
03
︱
３
９
８
９
︱

０
７
７
７
】に
て
申
込
登
録
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
班
（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

大
館
商
工
会
議
所
工
業
振
興
課

（
TEL
０
１
８
６
︱
43
︱
３
１
１
１
）

　

受
講
希
望
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
科
名

　

求
職
者
支
援
訓
練　

基
礎
コ
ー
ス

　

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科

◆
訓
練
期
間

　

12
月
５
日（
木
）～
平
成
26
年
３
月

20
日（
木
）

◆
定
員　

15
名

◆
受
講
費
用　

無
料

　

テ
キ
ス
ト
代　

１
３
，０
０
０
円

◆
対
象
者

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み

を
行
い
、
職
業
訓
練
そ
の
他
の
支
援

措
置
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
る
者

◆
訓
練
場
所

　

鹿
角
市
尾
去
沢

　

鹿
角
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
TEL�

23
︱
４
３
３
０
）

◆
募
集
締
切　

11
月
８
日
（
金
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
古
苦
竹
〉　　
　
　

田
口　

榮
吉

〈
古
苦
竹
〉　　
　
　

伊
藤　

ノ
ブ

〈
南
あ
け
ぼ
の
〉　　

成
田　

米
吉

〈
永
楽
町
〉　　
　
　

板
橋　

サ
ヨ

〈
砂
子
沢
〉　　
　
　

木
村　

茂
男

〈
新
町
〉　　
　
　
　

栁
澤　

貞
司

〈
狐
崎
〉　　
　
　
　

白
根　

昌
行

〈
休
平
〉　　
　
　
　

和
井
内
貞
安

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
届
出
の

際
に
窓
口
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
９
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

求
職
者
支
援
訓
練

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
受
講
者
募
集

◆
検
査
日
＝
９
月
24
日

　

①
小
坂
小
学
校（
さ
つ
ま
い
も
）

　

②
小
坂
中
学
校（
き
ゅ
う
り
）

◆
検
査
日
＝
９
月
18
日

　

③
七
滝
保
育
所（
梨
）

　

④
小
坂
マ
リ
ア
園（
キ
ャ
ベ
ツ
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

③
・
④
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材

「
放
射
性
物
質
等
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す　　採取場所

グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137

採　　取　　日
測　定　期　間

平成25年９月20日
９月24日から９月26日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

全
町
男
子
・
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

秋
田
県
司
法
書
士
会

無
料
相
談
会

募
集

エ
コ
検
定
試
験

　各自治会のルールに従い、朝８時までに指
定場所に出してください。
　収集する種類は指定されていますので、広
報10月号と同時配布されるチラシでご確認く
ださい。

鹿角広域行政組合（TEL22－2611）

秋の指定不用品収集
◇収集日　10月20日㈰
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お
知
ら
せ

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
10月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,817人

2,702人

3,115人

2,564世帯

（－ 5人）

（－ 8人）

（＋ 3人）

（＋ 5世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

中学校振替休業日 市日健康相談
（康楽館休演日）
【可燃ごみ】

（康楽館休演日）
【生ごみ（中央地区）】

康楽館常打芝居「劇団誠流」初日
【古紙類】

【可燃ごみ】

《文化の日》　小坂町消防団火災想定訓練
秋の火災予防運動（～９日）
鹿角音楽祭（小・中学校）

【古紙類】
《振替休日》
【生ごみ（中央地区）】

〈土用〉
指定不要品収集（※チラシ参照）

２か月児育児相談（ゆーとりあ）
振替休業日（中学校）
（図書館・郷土館休館日）　【可燃ごみ】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

１歳３～４か月児育児相談（ゆーとりあ）

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

〈立冬〉
【生ごみ（中央地区）】

〈霜降〉
ゆとりの日
【びん・缶等資源類】 【可燃ごみ】

七滝保育所施設開放日
【生ごみ（中央地区）】

十和田湖ひめますまつり（～10日）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

体育施設利用者調整会議
【可燃ごみ】

全町バスケットボール大会

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

坂高祭 心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

【可燃ごみ】

(水)
康楽館常打芝居「劇団三峰組」千穐楽

(木)
（康楽館休演日）
【生ごみ（中央地区）】

１歳６か月児・３歳児・４歳児健診（ゆーとりあ）
七滝保育所施設開放日
（康楽館休演日）　【生ごみ（中央地区）】

〈七五三〉
【可燃ごみ】

大 里 医 院
☎22-1251

三ヶ田医院
☎31-1231

小笠原医院
☎35-2011

鹿角中央病院
☎23-4131
村 木 医 院
☎22-2055
小笠原医院
☎35-2011
長 橋 医 院
☎23-7612
なかのクリニック
☎22-7335
笹村整形外科
☎30-0035
大湯リハビリ病院
☎37-3511

小坂町診療所
☎29-5500

いけがみクリニック
☎30-0111
かづの厚生病院
☎23-2111

なかのクリニック
☎22-7335

福 永 医 院
☎35-3117

かづの厚生病院
☎23-2111

大 里 医 院
☎22-1251

小坂町診療所
☎29-5500
長 橋 医 院
☎23-7612
大 里 医 院
☎22-1251
鹿角中央病院
☎23-4131
笹村整形外科
☎30-0035

大 里 医 院
☎22-1251
村 木 医 院
☎22-2055

本 田 医 院
☎35-3002

本 田 医 院
☎35-3002

福 永 医 院
☎35-3117
小笠原医院
☎35-2011
大湯リハビリ病院
☎37-3511

村 木 医 院
☎22-2055
小坂町診療所
☎29-5500

美の国アクティブカレッジ小坂キャンパス
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】



1�

こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、古
紙
配
合
率
100%

の
再
生
紙

及
び
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

　新たな顧客増を目指し業務を進めておりますが、観光事業を進めるにあたり「食」の力は非常に大きく、印象
に残りやすいため、小坂町には無くてはならない物と思います。
　そこで今回は小坂町の賑わいに必要な「食」のお知らせです。

　知ってる人は知っている「かつラーメン」。40年も前から食べられているそのラーメンは小坂町には無くては
ならない「食」であったでしょう。
　体力勝負の労働者が多かった小坂町では、元気回復と空腹を満たすためにボリューム満点の食べ物が必要で
あった。そこでカツ丼とラーメンが合体した「かつラーメン」が裏メニューとして誕生したのです。

　小坂町の食文化を知って欲しい、町が目指す観光事業に協力しようと町内の５店舗が手を組み、古くて新しい
「かつラーメン」を提供する会「かつらーめんBoo会」が設立されました。各店舗が自社の味を提供していくこと
になりますが、カツには桃豚か八幡平ポーク、カツを揚げる油の中には小坂産の菜種油も使用するという基準が
あり、１杯のラーメンにはボリュームと地元愛が注がれています。

　Boo会の長であるBoo長は町内で開催されるイベントには積極的
に参加して、後にはサポーター制度を確立し、どんどん仲間を増や
し町外のイベントにも出店できるような体制にしていきたいと意気
込んでおりました。
　小坂町の「食」の一つが９月19日に誕生し、10月13、14日に小坂駅
と周辺で開催される鉄道まつりにも出店する予定です。この機会に
是非、地元の味「かつらーめん」を食べてみませんか。「小坂町民なら
食べたことがある」と言えたらいいですね。

ボリューム満点のかつラーメン

「かつらーめんBoo会」設立

「地元のイベントには全て参加するつもりです」

広報こさか〔No.1049〕2013（平成25）年 10 月号（毎月10日発行）
■編集・発行／小坂町役場総務課（〒017－0292  秋田県鹿角郡小坂町小坂鉱山字尾樽部37の2　�℡  0186-29-3901　�FAX  0186-29-5481）
■町のホームページ　http://www.town.kosaka.akita.jp　■Ｅメール　koho@town.kosaka.akita.jp


